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税理士  岩田英人 

 
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
税理士事務所にとっては 1 年で最も業務が集中する時期、確定申告の時期に突入してい

ます。例年ぎりぎりまでかかっていますので今年こそは余裕を持って早めに終了できるよ

う計画を立ててやっていきます。皆様におかれましても体調にはくれぐれもお気をつけく

ださいますようお祈り申し上げます。 

 
上のイラストは作業に追われてめまぐるしくもがきながらもお客様や周囲とのパイプを切

らないように手を伸ばしているという意味で使っています。 
【平成２０年 2 月号】 万物万象すべてわが心に帰す 

実践主義を掲げる陽明学の教えのようですが私の座右の銘のひとつです。 
意味は端的に言うと身の周りの出来事や状況はすべて自分が作り出していると

いうことだと認識しています。 
経営者としてトップにいる以上、経営判断の最終の意思決定者は社長です。

社員さんが思い通りに働いてくれないと愚痴を言っても売上が伸び悩んでいる

と嘆いても、すべては経営者が最終的にどういう意思決定をするかにかかって

います。 
つまり、どんな場合でも人のせいにしたり周囲のせいにするのは逃げです。 

自分がまだまだ足りていないんだと内省し、満足のできる結果を追求していき

ましょう。 
経営者として、また一個人として自身を磨いていくことがひいては周りにい

い影響を及ぼし、会社や社員さん、そして関わる人たちと共に成長していくこ

とにつながっていくと信じています。 


